
MPLS VPN over mGRE

MPLS VPN over mGRE機能では、IP専用ネットワークによって接続されている各ネットワーク
間でマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）接続を可能にすることによって、通信事業
者がMPLSをサポートしていなければならないという要件を克服しています。これにより、MPLS
ラベルスイッチドパス（LSP）が、総称ルーティングカプセル化（GRE）トンネルを使用して、
ルーティングエリア、自律システム、およびインターネットサービスプロバイダー（ISP）を横
断することが可能になります。マルチポイント GRE（mGRE）を介してMPLS VPNを設定する
と、標準ベースの IPコアを使用して、レイヤ 3（L3）プロバイダーエッジ（PE）ベースのバー
チャルプライベートネットワーク（VPN）サービスを導入できます。これにより、オーバーレ
イ方式を使用しないで VPNサービスをプロビジョニングできます。
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の注意事項と機能情報については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースのバグ検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE
Release 3S（ASR 1000）
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

MPLS VPN over mGRE の前提条件
mGREトンネルを使用してMPLSVPNを設定する前に、MPLSVPNが設定されていて、正しく動
作していることを確認してください。MPLS VPNの設定に関する詳細については、「Configuring
MPLS Layer 3 VPNs」モジュールを参照してください。

MPLS VPN over mGRE の制約事項
•トンネルリングされたタグトラフィックは、MPLSVPNovermGREがサポートされているラ
インカードを介してルータに入る必要があります。

•各 PEルータでサポートされるトンネルコンフィギュレーションは 1つだけです。

• MPLS VPN over mGREでは、VPN間におけるマルチキャストトラフィックの転送はサポー
トされていません。

• GREトンネルの宛先アドレスおよび送信元アドレスが mGREと同じである場合、トンネル
によってルートキャッシュが切り替えられます。

•フラグメンテーションが必要なパケットによって、ルートキャッシュが切り替えられます。

• L3VPNプロファイルをいったん削除して後で戻す場合、clear ip bgp softコマンドを使用し
て、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）をクリアする必要があります。

• mGREトンネルが作成されると、ダミートンネルも作成されます。

• BGPコンフィギュレーションのアップデート元で使用されるループバックまたは IPアドレ
スは、L3VPNプロファイルの送信元と同じである必要があります。

• mGREは、ステートフルスイッチオーバー（SSO）には対応していません。ただし、mGRE
と SSOの両方が共存します。

• mGREとマルチキャスト配信ツリー（MDT）トンネルを同一のループバックアドレスを使
用して設定できません。

MPLS VPN over mGRE機能の制限事項は、次のとおりです。

• ハードウェア内で、すべての GREオプションがサポートされているわけではありませ
ん（GRE拡張ヘッダーや GREキーなど）。

•

•トンネル上では、複数の同一 VLAN（インターネット制御メッセージプロトコル
（ICMP）リダイレクト）のチェックはサポートされていません。

•トンネル上では、ユニキャストリバースパス転送（uRPF）や BGPポリシーアカウン
トなどの機能はサポートされていません。

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS
XE Release 3S（ASR 1000）
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MPLS VPN over mGRE について
mGREトンネルを設定して、IPバックボーンをオーバーレイするマルチポイントトンネルネット
ワークを作成できます。このオーバーレイによって、VPNトラフィックを転送するために各 PE
ルータ同士が接続されます。

さらに、MPLS VPNをmGREを介して設定すると、標準ベースの IPコアを使用して、L3 PEベー
スの VPNサービスを導入できます。これにより、オーバーレイ方式を使用しないで VPNサービ
スをプロビジョニングできます。MPLS VPN over mGREが設定されると、システムでは、PE間
の VPNラベル IPv4および IPv6パケットのカプセル化に IPv4ベースの mGREトンネルが使用さ
れます。MPLS VPN over mGREトンネルを配置するには、VRFインスタンスを作成し、L3 VPN
カプセル化をイネーブルおよび設定し、ルートマップをアプリケーションテンプレートにリンク

し、アップデートがルートマップを介してフィルタ処理されるように BGP VPNv4とVPNv6の交
換を設定します。

MPLS VPN over mGRE
GREとは、ポイントツーポイントトンネリングプロトコルの 1つであり、2つのピアがトンネル
のエンドポイントとなります。 GREは、ネットワーク層のパケットを IPトンネリングパケット
内にカプセル化するように設計されています。mGREは、GREと類似したプロトコルですが、ト
ンネルの片方は単一のエンドポイントで、それがトンネルのもう片方にある複数のエンドポイン

トに接続されています。 mGREトンネルによって、同じ VPNに接続された各支社間が共通のリ
ンクを使用できるようになります。 mGREは、ポイントツーマルチポイントモデルなので、各
MPLS VPN PEデバイスを相互接続するうえでフルメッシュ構造の GREトンネルは不要です。

MPLSは、広く採用されている VPNインターネットアーキテクチャです。MPLSでは、ネット
ワーク内のすべてのコアルータでMPLSがサポートされていることが必要です。この機能は、
サービスプロバイダーがバックボーンキャリアを使用して接続を提供しているネットワークで有

用です。

MPLS VPN over mGRE機能では、IP専用ネットワークによって接続されている各ネットワーク間
でMPLS接続を可能にすることによって、通信事業者がMPLSをサポートしていなければならな
いという要件を克服しています。これにより、MPLS LSPが、GREトンネルを使用して、ルー
ティングエリア、自律システム、および ISPを横断することが可能になります。

MPLSVPNをmGREを介して設定すると、標準ベースの IPコアを使用して、L3 PEベースのVPN
サービスを導入できます。これにより、LSPやラベル配布プロトコル（LDP）を使用しないで
VPNサービスをプロビジョニングできます。システムでは、PE間のVPNラベル IPv4および IPv6
パケットのカプセル化に IPv4ベースの mGREトンネルが使用されます。

また、MPLS VPN over mGRE機能によって、既存のMPLS VPN LSPカプセル化テクノロジーを、
MPLS VPN over mGREと同時に導入し、特定のトラフィックをルーティングするために使用され
るカプセル化方式が自動的に決定されるようにすることも可能です。入力 PEルータによって、
パケットがリモートPEルータに送信されるときに使用されるカプセル化テクノロジーが決定され
ます。

ここでは、MPLS VPN over mGRE機能に関する次の項目について説明します。

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE
Release 3S（ASR 1000）
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ルートマップ

デフォルトでは、VPNトラフィックの送信に LSPが使用されます。MPLS VPN over mGRE機能
では、ユーザ定義のルートマップが使用されて、mGREトンネルを介して到達可能な VPNプレ
フィックスと、LSPを使用して到達可能な VPNプレフィックスが決定されます。ルートマップ
は、VPNv4およびVPNv6アドレスファミリのアドバタイズメントに適用されます。ルートマッ
プでは、VPNトラフィックのカプセル化方式の決定に Next Hop Tunnel Tableが使用されます。

mGREトンネルを介してトラフィックをルーティングするため、mGREトンネル内でトラフィッ
クをカプセル化することによって到達されるすべてのネクストホップを示す代替アドレス空間が

自動的に作成されます。mGREトンネルを使用する特定のルートを設定するには、ユーザが、そ
のルートのエントリをルートマップに追加します。その新しいエントリによって、代替アドレス

空間に対して、そのルートのネットワーク層到着可能性情報（NLRI）が再マッピングされます。
あるルートのルートマップ内に再マッピングエントリが存在しない場合、そのルート上のトラ

フィックは LSPを介して転送されます。

ユーザがMPLS VPN over mGREを設定すると、代替アドレス空間が自動的にプロビジョニングさ
れ、通常の場合、トンネルカプセル化 Virtual Routing and Forwarding（VRF）インスタンス内に保
持されます。アドレス空間を介して到達可能なトラフィックが確実にすべてmGREトンネル内で
カプセル化されるように、トンネル外への単一のデフォルトルートが自動的にインストールされ

ます。また、ルートマップ上にデフォルトトンネルも自動的に作成されます。ユーザは、この

デフォルトルートマップを、適切な BGPアップデートに対応付けることが可能です。

トンネルエンドポイントの検出およびフォワーディング

MPLS VPN over mGRE機能が正しく機能するように、システム内のリモート PEが検出でき、そ
れらのリモート PCのトンネルフォワーディング情報が作成できるようにする必要があります。
また、リモート PEが無効となったことが検出され、その PEのトンネルフォワーディング情報が
削除されるようにする必要もあります。

入力 PEによって BGPを介して VPNアドバタイズメントが受信される場合、その入力 PEによっ
てルートターゲット属性（VRFに入力されます）および、アドバタイズメントからのMPLSVPN
ラベルが使用され、その結果、プレフィックスと適切なお客様が関連付けられます。入力された

ルートのネクストホップが、アドバタイズメントの NLRIに設定されます。

アドバタイズされたプレフィックスには、システム内のリモート PEに関する情報が（NLRIの形
式で）格納され、PEでは、この情報が使用されて、NLRIがアクティブまたは非アクティブになっ
たときシステムに通知されます。システムでは、この通知が使用されて、PEフォワーディング情
報がアップデートされます。

システムによって、新しいリモート PEの通知が受信されると、Tunnel Endpoint Databaseにその情
報が追加され、これを契機として、トンネルインターフェイスに関連付けられた隣接が作成され

ます。この隣接の説明として、カプセル化に関する情報、およびカプセル化されたパケットを新

しいリモートPEに送信するために実行される必要のあるその他の処理に関する情報が記述されて
います。

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS
XE Release 3S（ASR 1000）
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この隣接情報は、トンネルカプセル化 VRFに入力されます。ユーザが（ルートマップを使用し
て）VRF内のルートにVPNNLRIを再マッピングすると、そのNLRIが隣接に対してリンクされ、
その結果、VPNがトンネルにリンクされます。

トンネルの非カプセル化

MPLS VPN over mGRE機能を使用するトンネルインターフェイスからのパケットを入力 PEが受
信すると、その PEによってパケットが非カプセル化され、VPNラベルタグ付きパケットが作成
されて、MPLS Forwarding（MFI）コードにそのパケットが送信されます。

トンネルの送信元

MPLS VPN over mGRE機能では、大量のエンドポイント（リモート PE）を持つシステムの設定
に、mGREトンネルとして設定された単一のトンネルが使用されます。トンネルカプセル化パ
ケットの送信元を特定するために、システムによってトンネル送信元情報が使用されます。

送信（入力）PEでは、VPNパケットがトンネルに送信されるときのトンネル宛先はNLRIです。
受信（出力）PEでは、トンネル送信元は、mGREトンネルでカプセル化されたパケットが受信さ
れるアドレスです。そのため、出力 PEでは、パケットの宛先がローカル PEからの NLRIと一致
している必要があります。

IPv6 VPN
アドバタイジング PEルータのアドレスが IPv6である場合、（PE間のネットワークには関係な
く）NLRIのアドレスも IPv6である必要があります。各 PE間のネットワークが IPv4ベースであ
る場合、::FFFF:IPv4-PE-addressという形式の IPv4射影アドレスが使用されて、アドバタイジング
PEの IPv6アドレスが作成されます。受信 PEによって、VPNタグ IPv6プレフィックスのネクス
トホップが、IPv6 NLRIに埋め込まれた IPv4アドレスに設定されます。これにより、PEによっ
て、VPNv4トラフィックをマッピングするのと同じ方法で、VPNv6トラフィックを LSPまたは
mGREトンネルにリンクすることが可能になります。

PEによってVPNv6アップデートが受信されると、そのアップデートが IPv6ルートマップに適用
されます。MPLS VPN over mGRE機能では、Tunnel_Encap VRFにおけるネクストホップ情報の
設定に IPv6ルートマップが使用されます。

MPLS VPN over mGRE の設定方法

L3VPN カプセル化プロファイルの設定
ここでは、L3VPNカプセル化プロファイルを設定する方法を説明します。

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE
Release 3S（ASR 1000）
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この設定では、IPv6、MPLS、IP、およびレイヤ2トンネルプロトコルバージョン3（L2TPv3）
のような転送プロトコルも使用できます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. l3vpn encapsulation ip profile-name
4. transport ipv4 [source interface-type interface-number ]
5. protocol gre [ key gre-key ]
6. end
7. show l3vpn encapsulation ip profile-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

L3 VPNカプセル化コンフィギュレーションモードを開始
し、トンネルを作成します。

l3vpn encapsulation ip profile-name

例：

Router(config)# l3vpn encapsulation
ip tunnel encap

ステップ 3   

（任意）IPv4送信元モードを指定して、送信元インター
フェイスを定義します。

transport ipv4 [source interface-type
interface-number ]

例：

Router(config-l3vpn-encap-ip)#
transport ipv4 source loopback 0

ステップ 4   

• transport ipv4 source interface-type interface-numberコ
マンドを使用する場合、指定した送信元アドレスが、

PEによってアドバタイズされた BGPアップデートに
おけるネクストホップとして使用されていることを確

認します。

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS
XE Release 3S（ASR 1000）
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目的コマンドまたはアクション

•このコマンドを使用しない場合、bgpupdate sourceま
たは bgp next-hopコマンドが、トンネル送信元とし
て自動的に使用されます。

GREをトンネルモードとして指定し、GREキーを設定し
ます。

protocol gre [ key gre-key ]

例：

Router(config-l3vpn-encap-ip)#
protocol gre key 1234

ステップ 5   

L3 VPNカプセル化コンフィギュレーションモードを終了
し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Router(config-l3vpn-encap-ip)# end

ステップ 6   

（任意）プロファイルの状態および基本となるトンネルイ

ンターフェイスを表示します。

show l3vpn encapsulation ip profile-name

例：

Router# show l3vpn encapsulation ip
tunnel encap

ステップ 7   

BGP およびルートマップの設定
BGPおよびルートマップを設定するには、次の作業を実行します。次の手順では、ルートマッ
プをアプリケーションテンプレートにリンクし、アップデートがルートマップを介してフィルタ

処理されるように BGP VPNv4と VPNv6の交換を設定することも可能です。

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE
Release 3S（ASR 1000）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. bgp log-neighbor-changes
5. neighbor ip-address remote-as as-number
6. neighbor ip-address update-source interface name
7. address-family ipv4
8. no synchronization
9. redistribute connected
10. neighbor ip-address activate
11. no auto-summary
12. exit
13. address-family vpnv4
14. neighbor ip-address activate
15. neighbor ip-address send-community both
16. neighbor ip-address route-map map-name in
17. exit
18. address-family vpnv6
19. neighbor ip-address activate
20. neighbor ip-address send-community both
21. neighbor ip-address route-map map-name in
22. exit
23. route-map map-tag permit position
24. set ip next-hop encapsulate l3vpn profile-name
25. set ipv6 next-hop encapsulate l3vpn profile-name
26. exit
27. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS
XE Release 3S（ASR 1000）
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

他の BGPルータに接続されたルータを特定する自律シス
テムの番号を指定し、転送されるルーティング情報にタグ

router bgp as-number

例：

Router(config)# router bgp 100

ステップ 3   

付けし、ルータコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

BGPネイバーリセットのロギングをイネーブルにします。bgp log-neighbor-changes

例：

Router(config-router)# bgp
log-neighbor-changes

ステップ 4   

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコルBGPネイ
バーテーブルにエントリを追加します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

Router(config-router)# neighbor
209.165.200.225 remote-as 100

ステップ 5   

BGPセッションが、TCP接続の動作インターフェイスを
使用できるようにします。

neighbor ip-address update-source
interface name

例：

Router(config-router)# neighbor

ステップ 6   

209.165.200.225 update-source loopback
0

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始

し、IPv4アドレスプレフィックスを使用するルーティン
グセッションを設定します。

address-family ipv4

例：

Router(config-router)# address-family
ipv4

ステップ 7   

IGPを待たずにネットワークルートをアドバタイズする
よう、Ciscoソフトウェアをイネーブルにします。

no synchronization

例：

Router(config-router-af)# no
synchronization

ステップ 8   

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE
Release 3S（ASR 1000）
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目的コマンドまたはアクション

1つのルーティングドメインから別のルーティングドメ
インにルートを再配布し、送信元プロトコルによって認識

redistribute connected

例：

Router(config-router-af)# redistribute
connected

ステップ 9   

されたルート、および、送信元プロトコルが実行されてい

るインターフェイスを介して接続されているプレフィック

スを、ターゲットプロトコルで再配布できるようにしま

す。

BGPネイバーとの情報交換をイネーブルにします。neighbor ip-address activate

例：

Router(config-router-af)# neighbor
209.165.200.225 activate

ステップ 10   

自動サマライズをディセーブルにし、サブプレフィックス

ルーティング情報をクラスフルネットワーク境界間で送

信します。

no auto-summary

例：

Router(config-router-af)# no
auto-summary

ステップ 11   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 12   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始

して、標準VPNv4アドレスプレフィックスを使用する、
BGPなどのルーティングセッションを設定します。

address-family vpnv4

例：

Router(config-router)# address-family
vpnv4

ステップ 13   

BGPネイバーとの情報交換をイネーブルにします。neighbor ip-address activate

例：

Router(config-router-af)# neighbor
209.165.200.225 activate

ステップ 14   

標準コミュニティと拡張コミュニティの両方のコミュニ

ティ属性が、BGPネイバーに送信されるように指定しま
す。

neighbor ip-address send-community both

例：

Router(config-router-af)# neighbor
209.165.200.225 send-community both

ステップ 15   

名前付きルートマップを受信ルートに適用します。neighbor ip-address route-map
map-name in

ステップ 16   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router(config-router-af)# neighbor
209.165.200.225 route-map
SELECT_UPDATE_FOR_L3VPN in

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 17   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始

して、VPNv6アドレスプレフィックスを使用する、BGP
などのルーティングセッションを設定します。

address-family vpnv6

例：

Router(config-router)# address-family
vpnv6

ステップ 18   

BGPネイバーとの情報交換をイネーブルにします。neighbor ip-address activate

例：

Router(config-router-af)# neighbor
209.165.200.252 activate

ステップ 19   

標準コミュニティと拡張コミュニティの両方のコミュニ

ティ属性が、BGPネイバーに送信されるように指定しま
す。

neighbor ip-address send-community both

例：

Router(config-router-af)# neighbor
209.165.200.252 send-community both

ステップ 20   

名前付きルートマップを受信ルートに適用します。neighbor ip-address route-map
map-name in

ステップ 21   

例：

Router(config-router-af)# neighbor
209.165.200.252 route-map
SELECT_UPDATE_FOR_L3VPN in

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 22   
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップコンフィギュレーションモードを開始し、

1つのルーティングプロトコルから別のルーティングプ
ロトコルへルートを再配布する条件を定義します。

route-map map-tag permit position

例：

Router(config-router)# route-map
SELECT_UPDATE_FOR_L3VPN permit 10

ステップ 23   

• redistributeルータコンフィギュレーションコマンド
によって、指定されたマップタグが使用され、この

ルートマップが参照されます。複数のルートマップ

で同じマップタグ名を共有できます。

•このルートマップの一致基準が満たされている場合
は、setアクションの制御に従ってルートが再配布さ
れます。

•一致基準が満たされないと、同じマップタグを持つ
次のルートマップが検査されます。あるルートが、

同じ名前を共有するルートマップセットの一致基準

のいずれをも満たさない場合、そのセットによる再

配布は行われません。

• position引数は、同じ名前で設定済みのルートマップ
のリストに新しいルートマップが入る位置を示しま

す。

ルートマップの match句を渡す出力 IPv4パケットは、ト
ンネルのカプセル化のため、VRFに送信されます。

set ip next-hop encapsulate l3vpn
profile-name

例：

Router(config-route-map)# set ip
next-hop encapsulate l3vpn my profile

ステップ 24   

ルートマップの match句を渡す出力 IPv6パケットは、ト
ンネルのカプセル化のため、VRFに送信されます。

set ipv6 next-hop encapsulate l3vpn
profile-name

例：

Router(config-route-map)# set ip

ステップ 25   

next-hop encapsulate l3vpn tunnel encap

ルートマップコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Router(config-route-map)# exit

ステップ 26   
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config)# exit

ステップ 27   

MPLS VPN over mGRE の設定例

MPLS VPN over mGRE 設定の確認例
設定が正しく動作していることを確認する例を次に示します。

シスコエクスプレスフォワーディング（CEF）スイッチング

CEFスイッチングが想定どおりに動作しているかどうかを確認します。

Router# show ip cef vrf Customer_A tunnel 0

209.165.200.250
/24

nexthop 209.165.200.251 Tunnel0 label 16

エンドポイントの作成

トンネルのエンドポイントが作成されているかどうかを確認します。

Router# show tunnel endpoints tunnel 0

Tunnel0 running in multi-GRE/IP mode
Endpoint transport 209.165.200.251 Refcount 3 Base 0x2AE93F0 Create Time 00:00:42
overlay 209.165.200.254 Refcount 2 Parent 0x2AE93F0 Create Time 00:00:42

隣接

対応する隣接が作成されているかどうかを確認します。

Router# show adjacency tunnel 0
Protocol Interface Address
IP Tunnel0 209.165.200.251(4)
TAG Tunnel0 209.165.200.251(3)

プロファイルの状態

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE
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show l3vpn encapsulation profile-nameコマンドを使用して、アプリケーションの基本的な状態に関
する情報を取得できます。このコマンドの出力には、基本となるトンネルの詳細が表示されま

す。

Router# show l3vpn encapsulation ip tunnel encap
Profile: tunnel encap
transport ipv4 source Auto: Loopback0
protocol gre
Tunnel Tunnel0 Created [OK]
Tunnel Linestate [OK]
Tunnel Transport Source (Auto) Loopback0 [OK]

MPLS VPN over mGRE のシーケンス設定例
次に、MPLS VPN over mGREの設定シーケンスの例を示します。

vrf definition Customer A
rd 100:110
route-target export 100:1000
route-target import 100:1000
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
!
ip cef
!
ipv6 unicast-routing
ipv6 cef
!
!
l3vpn encapsulation ip sample profile name
transport source loopback 0
protocol gre key 1234
!
!
interface Loopback0
ip address 209.165.200.252 255.255.255.224
ip router isis

!
interface Serial2/0
vrf forwarding Customer A
ip address 209.165.200.253 255.255.255.224
ipv6 address 3FFE:1001::/64 eui-64
no fair-queue
serial restart-delay 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 209.165.200.254 remote-as 100
neighbor 209.165.200.254 update-source Loopback0
!
address-family ipv4
no synchronization
redistribute connected
neighbor 209.165.200.254 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 209.165.200.254 activate
neighbor 209.165.200.254 send-community both
neighbor 209.165.200.254 route-map SELECT_UPDATE_FOR_L3VPN in

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS
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exit-address-family
!
address-family vpnv6
neighbor 209.165.200.254 activate
neighbor 209.165.200.254 send-community both
neighbor 209.165.200.254 route-map SELECT_UPDATE_FOR_L3VPN in
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf Customer A
no synchronization
redistribute connected
exit-address-family
!
address-family ipv6 vrf Customer A
redistribute connected
no synchronization
exit-address-family
!
!
route-map SELECT_UPDATE_FOR_L3VPN permit 10
set ip next-hop encapsulate sample profile name
set ipv6 next-hop encapsulate sample profile name

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS XE Multiprotocol Label Switching
Configuration Guide』

MPLSレイヤ 3 VPNsの設定

『Cisco IOS XE IP Switching ConfigurationGuide』シスコエクスプレスフォワーディング

『Cisco IOS XE Interface andHardware Component
Configuration Guide』

総称ルーティングカプセル化

標準

タイトル標準

--なし
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Release 3S（ASR 1000）
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

IETF-PPVPN-MPLS-VPN-MIB

RFC

タイトルRFC

『BGP/MPLS VPNs』RFC 2547

『Generic Routing Encapsulation (GRE)』RFC 2784

『Key Sequence Number Extensions to GRE』RFC 2890

『Encapsulating MPLS in IP or Generic Routing
Encapsulation』

RFC 4023

『BGP/MPLS IP Virtual Private Networks (VPNs)』RFC 4364

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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MPLS VPN over mGRE の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1：MPLS VPN over mGRE の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能では、mGREを介した
MPLSレイヤ3VPNトラフィッ
クの搬送がサポートされていま

す。

この機能では、コマンド l3vpn
encapsulation ip、protocol gre、
show l3vpn encapsulation ip、
transport ipv4、set ip next-hop、
set ipv6 next-hopが導入または
変更されています。

Cisco IOS XE Release 3.1SMPLS VPN over mGRE

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE
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http://www.cisco.com/go/cfn
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/interface/command/reference/ir_l1.html#wp1025614
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/interface/command/reference/ir_l1.html#wp1025614
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/interface/command/reference/ir_l1.html#wp1025614
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/interface/command/reference/ir_l1.html#wp1025614
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/interface/command/reference/ir_l1.html#wp1025614
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